
　
20
06
年
に
京
都
精
華
大
学
芸
術
学
部
造
形
学
科
洋
画
専
攻
卒
業
、2
00
8年
に
同
大
学
大
学
院
芸
術
研
究
科
博
士
前
期
課

程
洋
画
専
攻
修
了
し
た
泉
 洋
平（
い
ず
み
・よ
う
へ
い
／
19
83
年
・
京
都
府
生
ま
れ
）は
、当
初
は「
視
覚
」そ
の
も
の
を
主
題
に
、お
も
に

絵
画
に
よ
る
作
品
制
作
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
が
、2
01
0年
ご
ろ
より
そ
の
作
品
を
イ
ン
ス
タ
レ
ー
ショ
ン
へ
と
展
開
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
鑑
賞
者
の
外（
可
視
・
認
識
さ
れ
る
世
界
）と
内（
不
可
視
・
認
識
や
イ
メ
ー
ジ
の
生
成
の
た
め
の
意
識
や
記
憶
）と
の
間
に
起
こ
る
相
互
の

作
用
・
相
対
的
な
変
化
に
注
目
し
た
泉
は
、こ
こ
で「
身
体（
内
）を
規
定
す
る
空
間（
外
）」
を
設
定
し
、そ
の
接
点
とし
て
の「
視
る
」

に
着
目し
た
作
品
を
制
作
し
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、自
ら
も
運
営
に
関
わ
っ
て
い
た
アト
リ
エ
兼
ギ
ャ
ラリ
ー
で
あ
る
st
ud
io
90（
京
都
）で
の
個
展『
い
くば
く
の
繭
』（
20
12

年
）は
、あ
る
規
則
に
従
っ
て
展
示
空
間
内
に
糸
を
張
り
巡
ら
せ
、窓
か
ら
の
自
然
光
と
鑑
賞
者
と
の
位
置
関
係
な
ど
に
より
、そ
の
中

心
部
分
に
繭
型
の「
存
在
」を
表
出
さ
せ
るも
の
で
し
た
。空
間
に
無
数
の
糸（
ミシ
ン
糸
や
テ
グ
ス
）を
張
り
巡
ら
せ
る
こう
し
た
イン
ス

タレ
ー
ショ
ン
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
糸
の
交
錯
や
重
なり
、光
の
入
射
角
や
鑑
賞
者
の
視
点
と
の
関
係
に
お
い
て
、そ
こ
に「
確
か
に
無
く

て
、確
か
に
在
る
」と
い
う「
存
在
」を
浮
か
び
上
が
ら
せ
るも
の
で
す
。空
間
の
中
で
鑑
賞
者
は
、そ
の「
存
在
」に
目を
凝
ら
そ
うと
、

視
点
と
視
線
の
位
置
を
変
え
る
た
め
に
身
体
を
揺
り動
か
しま
す
。そ
し
て
、い
つし
か
こ
の「
視
る
」行
為
は
、鑑
賞
者
の
内
に
あ
る

思
考
をも
揺
さ
ぶり
はじ
め
ま
す
。た
とえ
ば
そ
れ
は『
 「
在
る
」を
通
し
て「
無
」を
見
つ
め
 』、
あ
る
い
は『
 「
無
」を
通
し
て「
在
る
」を

見
つ
め
 』る
か
のよ
うで
あり
、鑑
賞
者
はこ
の
視
覚
体
験
をと
おし
て
視
覚と
思
考
を
反
復し
、そ
こに
様
な々
気
付き
を
覚
えま
す
。

　
本
展
は
時
間
帯
によ
って
様
々な
光
が
差し
込
む
半
面
ガラ
ス
張り
の
ギャ
ラリ
ー・
パル
クの
空
間
に
、お
よそ
14
00
本も
のテ
グ

スを
放
射
状
に
差し
込
む
大
型
のイ
ンス
タレ
ーシ
ョン
で
す
。無
数
のテ
グス
はあ
た
かも
大き
なプ
リズ
ムと
して
機
能し
、普
段
は

意
識の
外に
置
かれ
てい
る「
空
間に
溶け
込ん
だ光
」の
存
在や
振る
舞い
を表
出さ
せま
す
。そ
して
、こ
れは
観
賞
者の
身体

を接
点あ
るい
は境
界と
して
、外（
空間
）と
内（
意識
）へ
の自
覚や
、相
互に
起こ
る変
化と
作用
への
気付
きを
促す
視覚
体

験と
なる
ので
はな
いで
しょ
うか
。

瞬く
間に
起こ
るこ
とや
極め
て小
さな
こと
を引
き延
ばし
て体
験し
たい
と私
は思
う。

それ
は目
の前
に起
こる
変化
と、
それ
を前
にし
て自
分の
内側
に起
こる
変化
とを
つぶ
さに
観察
した
いた
めだ
。

しか
し世
界は
複雑
に絡
まっ
たり
、滑ら

かに
溶け
あっ
たり
と観
察し
やす
いと
は言
い難
い。

紐解い
ていく

ことが
必要
だ。

今作で
はギャ

ラリー
空間に

放射状
のプリ

ズムと
してテ

グス糸
を差し

込み、空
間に溶

け込ん
でいる

光と観
賞者

の身体を
引き剥がし

観察しやす
くすること

を試みた
。

「日常の中に溶け
込んで、意識の外に

置かれているものは
何なのか」 
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